
グログローバル企業に学ぶ、

競争力を高めるるるる
コンプライアンス活動

コンプライアンスマネージャーシリーズ
Lexis ASONE Compliance Manager（ACM）は、監視すべき法令を特定し、コンプライア
ンスの遵守状況を見える化するソリューションです。
本セミナーシリーズでは、ACMがカバーするコンプライアンス上の重要な課題を取り上げます。とは？

対 象 者  企業のコンプライアンス・法務担当
 及び担当役員、リスク管理部門の方など
参加費用  10,800円（税込）　 定 員  35名　
主  催  レクシスネクシス・ジャパン株式会社

 ビジネスロー・ジャーナル
問い合わせ先  レクシスネクシス・ジャパン株式会社
 ビジネスロー・ジャーナル 
 広告・出版部セミナー担当

名取 勝也 氏
名取法律事務所 弁護士
1982年慶應義塾大学経済学部卒業、
1986年弁護士登録（38期）。1993年MBA
取得。国内外の法律事務所勤務後、エッ
ソ石油株式会社、アップルコンピュータ株
式会社、サン・マイクロシステムズ株式
会社、株式会社ファーストリテイリング、
日本アイ･ビー･エム株式会社を経て、
2012年名取法律事務所創設。オリンパス
株式会社社外監査役、三井海洋開発株
式会社社外取締役、グローバル・ワン不動
産投資法人監督役員、慶應義塾大学法
科大学院非常勤教員、国際知的財産法
研究会委員。主に、IT関連法、紛争処理、
コーポレートガバナンス、国際取引、コン
プライアンスを取り扱っている。

コンプライアンスマネージャーシリーズ

なぜグローバル企業に学ぶべきか
～企業のグローバル経営とガバナンスの変化～ 
 企業経営のあり方の変化 
 多国籍企業経営の長所・短所 
 多国籍企業における統括会社の長所・短所
 グローバルに統合された企業への変化 

経営とガバナンスを支える
コンプライアンス活動の具体策 
 グローバルレベルでの統一・整合 
 プロセスオリエンテッド 
 具体化・教育の徹底 
 コンプライアンス違反に対する考え方 
 役員・管理者が取るべき姿勢と行動 

コンプライアンス違反による
不祥事事例の検討  
 企業財務報告における不祥事事例
 その他第三者委員会対象事例の特徴と傾向

市場やサプライチェーンなど、企業の事業フィールドが拡大の一途をたどり、競争はグローバル規模に変化しつつある。そこで企業
は競争力を高めるために、経営やガバナンスを変化させる必要に直面している。多くの日本企業では、従来型のガバナンス・コン
プライアンスだけでは十分ではなくなりつつあるとの認識を持ちつつも、それを打破する有効な方法の模索に苦慮している。そこで
本セミナーでは、国際競争力を強化する経営・ガバナンスに移行した企業のコンプライアンス活動の特徴・強み・課題を学び、自
社で実践していくための手法を解説する。また今年問題となった企業不祥事の検討をおこない、自社での防止策を指南する。

レクシス  セミナ－ 検 索詳しくは

日 時

アビタス（八重洲校）セミナールーム
東京都中央区日本橋3丁目3-6-2 日本橋フロント4階
【アクセス】 JR「東京駅」八重洲中央口から徒歩5分 
 東京メトロ銀座線・東西線「日本橋駅」B1出口から徒歩3分

会場


